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プロセスというものがあり、2020 年現在、欧州 48 カ国の高等教育に影
響を与えている 1。このプロセスにより、ハンガリーでも 2006 年度を境










強し始める。そして、5 年間ではなく 3 年間で卒業論文を作成する。卒
業論文は基本的にハンガリー語で執筆することになっているが、日本語
で書かれた資料も使用することが望ましいとされている。また、日本語



























13 世紀の終わりには制度化が進んだとされている（Damen 2005: 11; 





























つということを示す論文である（上田 2014; 尾崎・松島 2006; 篠田・日












多い」と表現している（上田 2014: 145-153）。 
もう一つは、卒業論文作成前の学習経験が卒業論文作成に与える影響




















科の 2018-2019 年度の全卒業生 26 人に送り、18 人（69.2％）から回答を
得た。回答があった期間は 2019 年 7 月 29 日から 2019 年 9 月 16 日まで

































教育』の第 165 号（2016）〜176 号（2020）にはタイトルに「卒業論文」
を含んでいる論考は見当たらない 10。『アカデミック・ジャパニーズ・ジ








クトから生まれた論文誌『リテラシーズ』第 22 巻第 2 号（2018）～『WEB








語教育に関連したものである（王 2007; 王 2013; 大島ほか 2016; 崔 2015; 







が開かれており、筆者もオンライン参加した経験がある（2019 年 4 月）。
ポーランドのニコラウス・コペルニクス大学の教員からは私信にて、勤
務先の大学で日本語による「修士論文中間発表会」が行われたという報






















11; 大島 2009: 2 ; 林・大室 2017）。 
欧州では伝統的に、日本学の基礎は文献学の分野において築かれてい
る（Melanowicz 2007; メンクハウス 2007）。その中で、日本語の学習は
「研究の前段階」という位置付けになっていることが多かった。ボロー
ニャ・プロセスによって学士課程と修士課程が分離される前の日本専攻
は、基本的に日本語教育を中心に行われる基礎課程（5 学年中の 2～3 年
次）と日本学を中心に行われる専門課程（5 学年中の 3～5 年次）の「二


































のヨーロッパ共通参照枠」（Common European Framework of Reference for 
Languages: Learning, teaching, assessment、以下 CEFR）がある。CEFR は
ボローニャ・プロセスと密接に関係しており、言語に携わる者に対し言
語の学習・教育の質と有効性をより高めるサポートをするために欧州評



















































































































































































































































































































































































































































って 1 週間に 3 コマ、学士課程後半（4〜6 学期）は 1 週間に 2 コマであ
る（1 コマは 90 分）。4 学期目以降については、筆者と同僚の日本語教師
は自分らの判断で、必修が 2 コマであるのに対し 2 種類の授業ではなく





者の行っている TBLL の授業は、その 4～5 種類の授業のうちの 1 種類
である。筆者は TBLL の授業を 4 学期目から 6 学期目に各学期 1 コマず
つ行っている。 
以下、4 学期目から 6 学期目という時系列に沿って、これまでの取り
組み例を提示する。 
 
8.1 学士課程 4 学期目における実践 






















































8.2 学士課程 5 学期目における実践 












他者との対話に関しては、筆者は 5 学期目の TBLL の授業ではグルー
プ発表の機会を設けることが多い。クラス全体を、その週に発表するこ
とになっている学生を 1 人ずつ含んだ 3〜5 人のグループに分け、その













8.3 学士課程 6 学期目における実践 
 6 学期目にはいよいよ卒業論文を提出することになる。筆者の勤める
大学では通常、後期は 2 月 2 週目から 5 月半ばまでであり、4 月半ばに
卒業論文提出締切がある。 
 日本語教師が最も直接的に卒業論文を支援できるのは日本語による
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